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ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
展
開
と
そ
の
背
景

は
じ
め
に

欧
州
高
等
教
育
圏（European

H
igher

Education

A
rea：

EH
EA

）の
設
立
を
め
ざ
し
て
現
在
進
行
中
の

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
大
学
改
革
の
渦
中
に
置
か
れ

て
い
る
わ
が
国
の
高
等
教
育
関
係
者
も
最
近
耳
に
す
る
こ
と
が
多
い

と
思
う
。
こ
こ
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
が
ど
の
よ
う
な
背
景

の
も
と
に
展
開
さ
れ
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
高
等
教
育
に
ど
の

よ
う
な
帰
趨
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
の

際
、
国
民
国
家
に
固
有
の
高
等
教
育
の
歴
史
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

も
例
外
で
は
な
く
そ
こ
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
現
実
と
い
う
二
重
の
観
点
か
ら
今
日
の
状
況
を
捉
え
る
よ
う

留
意
し
た
い
。
ま
た
最
後
に
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
重

要
な
課
題
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
教
育
の
質
保
証
の
問
題
に
つ
い

て
、
国
民
国
家
を
越
え
た
次
元
で
評
価
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
意
味
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
高
等
教
育
の
地

域
統
合（
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）で
あ
る
が
、
そ
れ
は
高
等

教
育
の
世
界
市
場
化（
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）と
い
う
背
景
な
し

に
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
高
等
教
育
の
世
界
市
場
化
は
止
め

よ
う
の
な
い
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
。
学
生
や
教
員
―
研
究
者
は
、
よ
り

特
集
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
等
教
育
政
策
の
動
向

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
高
等
教
育
の
地
域
統
合
と
知
の
世
界
市
場大

阪
大
学
・
大
学
教
育
実
践
セ
ン
タ
ー
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ま
し
な
教
育
研
究
の
環
境
を
求
め
て
移
動
す
る
。
の
み
な
ら
ず
、
ア

メ
リ
カ
に
発
す
る
高
等
教
育
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
化
に
よ
っ
て
企
業
体

と
な
っ
た
大
学
は
、
世
界
中
の
ど
こ
に
で
も
投
資
先
を
見
い
だ
し
、

商
売
と
し
て
の
教
育
を
展
開
す
る
。
た
し
か
に
、
こ
れ
は
善
し
悪
し

の
問
題
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
が
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
実
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
高
等
教
育
の
地
域
統

合
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
取
り
し
て

述
べ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
国
民
国
家
が
教
育
に
関
す
る
主
権
を
、「
補

完
性
原
則
」（principle

of
subsidiarity

）―
―
教
育
行
政
の
主
権
は

あ
く
ま
で
各
国
に
あ
り
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
は
改
革
を
「
補
完

す
る
」
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
原
則
―
―
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
プ

ロ
セ
ス
を
通
し
て
そ
の
設
立
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
に
実
質

的
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
国
の
国
民
文
化
に
固
有
の
高
等

教
育
の
特
質
を
犠
牲
に
し
な
が
ら
、
知
の
世
界
市
場
で
戦
う
「
知
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」（
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
宣
言
）に
賭
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
国
々
が
配
当
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言（
一
九
九
九
年
）に
署
名
し

た
、
二
十
九
ヶ
国
の
教
育
担
当
大
臣
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
大
学
に
対
し
て
要
請
し
た
改
革
の
要
点
は
、一
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
高
等
教
育
を
よ
り
競
争
的
な
も
の
に
す
る
努
力
、二
、透
明
性
の

向
上
、三
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
流
動
性
の
増
進
、四
、学
位
シ
ス
テ
ム
の

改
革
、五
、労
働
市
場
に
よ
り
よ
く
適
応
し
た
高
等
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
、六
、資
格
の
相
互
承
認
の
仕
組
み
の
改
善
、で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
に
、
教
育
に
関
し
て
共
通
の
フ
レ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
設
定
を
可
能
に
す
る
、
以
下
の
よ
う
な
具
体
的
政
策
が
採
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
の
エ
ン
プ
ロ
イ
ヤ

�
も
ち
づ
き
・
た
ろ
う
�
一
九
六
二
年
、
東

京
都
生
ま
れ
�
主
な
論
文
・
著
書
に
『
技
術

の
知
と
哲
学
の
知
』（
世
界
思
想
社
、
一
九

九
六
年
）、
「
デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
公
的
な

も
の
と
私
的
な
も
の
」（
日
本
倫
理
学
会
編

『
倫
理
学
年
報
』
第
四
十
五
集
、
一
九
九
六
年
）、
「
教
育
評
価
の
国
際
的

基
準
に
つ
い
て
の
研
究
」（
一
）（
二
）（
大
阪
大
学
大
学
教
育
実
践
セ
ン
タ
ー

紀
要
第
一
号
・
第
二
号
、
二
〇
〇
五
年
・
二
〇
〇
六
年
）�
本
来
は
西
洋
近

世
哲
学
史（
フ
ラ
ン
ス
哲
学
）の
研
究
者
な
の
で
す
が
、
国
立
大
学
法
人
化
と

同
時
に
大
阪
大
学
に
新
設
さ
れ
た
大
学
教
育
実
践
セ
ン
タ
ー
に
専
任
教
員
と

し
て
着
任
し
て
以
来
、
教
育
評
価
の
実
務
と
高
等
教
育
の
研
究
を
手
が
け
て

い
ま
す
。
二
〇
〇
五
年
に
在
外
研
究
員
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
附
置
研
究
所
Ｉ
Ｉ

Ｅ
Ｐ（
パ
リ
）で
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
研
究
し
ま
し
た
。
現
代
社

会
を
批
判
す
る
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る
論
文
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
「
学
問
は
平
和
の
た
め
に
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
阪
大
九
条
の
会
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
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ビ
リ
テ
ィ（
雇
用
さ
れ
得
る
能
力
）を
高
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
高
等
教
育

シ
ス
テ
ム
の
国
際
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
、
容
易
に
読
み
替
え
ら

れ
、
比
較
で
き
る
よ
う
な
学
位
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
。
二
、
学
士

課
程
と
大
学
院
課
程
の
二
サ
イ
ク
ル
に
基
礎
を
置
い
た
学
位
シ
ス
テ

ム
を
採
用
す
る
。
三
、
単
位
互
換
シ
ス
テ
ム
の
確
立
―
―
一
年
間
当

り
の
学
習
千
六
百
時
間
で
六
十
単
位（
学
士
号
取
得
の
た
め
に
は
三

年
間
で
百
八
十
単
位
、
修
士
号
取
得
の
た
め
に
は
二
年
間
で
百
二
十

単
位
の
取
得
が
要
求
さ
れ
る
）、
Ａ
〜
Ｆ
の
評
点
に
よ
る
共
通
の
成

績
評
価
法
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
単
位
互
換
シ
ス
テ
ム（
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
）の

導
入
。
四
、
流
動
性
の
促
進
―
―
学
生
、
教
員
―
研
究
者
と
行
政
職

員
の
自
由
な
移
動
を
効
果
的
に
実
現
す
る
う
え
で
の
障
害
を
克
服
す

る
。
五
、
質
保
証
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
協
同
の
促
進
―
―
比
較

可
能
な
基
準
と
機
関
評
価
の
方
法
論
の
開
発
を
め
ざ
す
。
こ
れ
ら
の

政
策
課
題
を
二
〇
一
〇
年
を
目
処
に
達
成
し
、
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
の
確
立
を

め
ざ
す
過
程
が
、
一
九
九
九
年
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
に
始
ま
る
、
い

わ
ゆ
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
の
前
年（
一
九
九
八
年
）に
、
英
独
仏
伊
の
教
育

担
当
大
臣
が
パ
リ
大
学
創
立
八
百
周
年
を
機
会
に
集
い
、
署
名
し
た

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
宣
言
（
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
造
の

調
和
に
関
す
る
共
同
宣
言
」
）が
、
続
く
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
を
準
備

し
た
。
「
知
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」"a

Europe
of

know
ledge"

を
謳
う
、

こ
の
宣
言
が
四
カ
国
の
教
育
担
当
大
臣
に
よ
り
「
故
意
に
欧
州
委
員

会
の
文
脈
を
外
れ
て
」（
吉
川
二
〇
〇
三
）出
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ

な
り
の
意
義
を
も
つ
出
来
事
だ
っ
た
と
歴
史
的
に
評
価
さ
れ
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
の
締
結
以
来
、
高
等
教
育
行
政

に
関
し
て
強
い
発
言
力
を
行
使
し
始
め
た
欧
州
委
員
会
を
け
ん
制

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
家
の
高
等
教
育
行
政
に
お
け
る
主
権
を
確
認

す
る
意
義
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス

を
推
進
す
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
単
純
で
あ
る
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
以
降
、

隔
年
に
開
か
れ
て
き
た
教
育
担
当
大
臣
会
議（
於
プ
ラ
ハ
・
二
〇
〇

一
年
、
ベ
ル
リ
ン
・
二
〇
〇
三
年
、
ベ
ル
ゲ
ン
・
二
〇
〇
五
年
）の

決
定
が
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
と
し
て
公
表
さ
れ
た
後
、
各
国
に

持
ち
帰
ら
れ
て
、
国
内
政
策
と
し
て
実
施
に
移
さ
れ
る
。
と
同
時
に

会
議
の
付
託
を
受
け
た
、
い
わ
ゆ
る
Ｅ
４
グ
ル
ー
プ
―
―
ボ
ロ
ー
ニ

ャ
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ（
Ｂ
Ｆ
Ｕ
Ｇ
�
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
高

等
教
育
質
保
証
ネ
ッ
ト
ワ
ー
クEuropean

N
etw

ork
for

Q
uality

A
ssurance

in
H
igher

Education

�EN
Q
A

/

ヨ
ー
ロ
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大
学
連
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European
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の
四
団
体
か
ら
成
る
）―
―

が
国
際
的
に
支
援
す
る
。

一
枚
岩
で
は
な
い

教
育
担
当
大
臣
会
議
の
経
過

二
〇
一
〇
年
の
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
設
立
を

目
標
に
掲
げ
て
始
め
ら
れ
、
先
に

述
べ
た
よ
う
な
目
的
の
下
、
具
体

的
な
政
策
課
題
を
各
国
に
お
い
て
、
ま
た
国
際
的
連
携
に
よ
っ
て
実

行
に
移
す
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
一
貫
し
て
同

一
の
理
念
の
下
に
行
わ
れ
る
、
同
質
的
な
も
の
で
あ
り
続
け
て
い
る

と
は
俄
に
言
い
難
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
言
い
添
え
て
お
い
て

も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
以
降
、
隔
年
ご
と
に
開
か
れ
て
き
た
教
育
担
当

大
臣
会
議
に
お
い
て
力
点
が
置
か
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
も
変
化
が
見

ら
れ
る
。

当
初
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
は
欧
州
の
高
等
教
育
を
よ
り
「
競
争
的

com
petitive

」
な
も
の
と
な
す
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
た
の
に
対
し

て
、
プ
ラ
ハ
で
は
欧
州
の
高
等
教
育
が
「
公
共
財
」
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
よ
り
「
魅
力
的

attractive

」
な

も
の
と
な
す
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
る
、
と
い
う
よ
う
な
具
合
に
会

議
の
論
調
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
「
大
臣
た
ち
が

高
等
教
育
に
と
っ
て
の
民
主
的
価
値
を
強
調
し
た
」（
ユ
ネ
ス
コ
）な

ど
と
直
ち
に
楽
観
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
同
じ
プ
ロ
セ
ス
を
ど

の
よ
う
な
角
度
か
ら
捉
え
る
か
は
、
そ
れ
を
見
る
地
点
に
よ
っ
て
異

な
る
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

そ
の
後
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
附
帯
行
動
と
し
て
、
後
述
の
欧
州
研

究
圏（
Ｅ
Ｒ
Ａ
）と
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
と
を
、
並
立
す
る
、
知
識
基
盤
社
会
を

支
え
る
二
本
の
柱
と
し
て
結
び
つ
け
て
捉
え
る
立
場
を
、
ボ
ロ
ー
ニ

ャ
プ
ロ
セ
ス
の
側
に
お
い
て
正
式
に
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

そ
の
帰
結
と
し
て
、
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
お
よ
び
ポ
ス
ド
ク
レ
ベ
ル
に

お
け
る
人
材
の
流
動
性
と
研
究
者
養
成
の
た
め
の
協
同
の
重
要
性
が

強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
点
で
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス

は
Ｅ
Ｕ
の
文
脈
に
回
収
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

と
思
い
き
や
、
続
く
ベ
ル
ゲ
ン
で
は
、
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス

の
社
会
的
特
質
が
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
を
構
成
す
る
部
分
で
あ
り
、
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ

の
魅
力
と
競
争
力
の
必
要
条
件
で
あ
る
」
こ
と
が
再
び
強
調
さ
れ
、

そ
れ
ゆ
え
「
わ
れ
わ
れ
は
、
質
の
高
い
高
等
教
育
が
万
人
に
と
っ
て

ア
ク
セ
ス
可
能
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
責
任
を
も
っ
て
対
処
す
る
心

構
え
を
新
た
に
す
る
」（
ベ
ル
ゲ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
）の
だ
と
大
臣
た

ち
は
述
べ
る
。
学
生
の
修
学
を
保
障
す
る
た
め
の
経
済
的
支
援
を
課

題
と
し
て
盛
り
込
む
こ
と
も
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
世
界
に
対
し
て
も
開
か
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
が
国
際
公
共
政
策
と
し
て

ユ
ネ
ス
コ
の
目
標
と
す
る
「
万
人
の
た
め
の
教
育
」（education

for
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all
�EFA

）に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
と
ま
で
述
べ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
会
議
を
重
ね
る
た
び
に
右
へ
左
へ
と
揺
れ
る
ボ
ロ

ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
相
貌
は
玉
虫
色
で
あ
る
。
あ
る
と
き
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
高
等
教
育
を
新
自
由
主
義
的
な
改
革
へ
導
く
も
の
で
あ
る
よ

う
に
見
え
、
ま
た
あ
る
と
き
は
民
主
化
と
公
共
の
福
祉
を
守
る
も
の

で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
れ
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
そ
れ

自
体
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
性
格
と
非
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
に
由
来
す

る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
結
果
と
し
て
、
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
が
そ
れ
自
体
に
固
有
の
文
脈
か
ら
逸
脱
し
て
、
結
局

の
と
こ
ろ
Ｅ
Ｕ
の
文
脈
の
う
ち
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
、
そ
の
よ
う

な
帰
趨
を
招
き
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

三
つ
の
文
脈

こ
こ
で
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
背
景
と
な
る
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
高
等
教
育
政
策
の
展
開
を
た
ど
り
直
す
と
、
そ
こ
に
は
三
つ
の
本

来
異
な
る
文
脈
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

一
つ
は
、
一
九
八
八
年
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学
大
憲
章
」（M

agna

C
harta

U
niversitatum

Europaeum

）に
発
す
る
文
脈
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
創
立
九
百
周
年
を
機
会
に
参
集
し
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
大
学
四
百
三
十
校
の
学
長
が
署
名
し
た
、
学
問
の
自
由
と

大
学
の
自
治
、
教
育
研
究
の
政
治
・
経
済
か
ら
の
独
立
、
寛
容
の
精

神
の
尊
重
を
謳
う
と
と
も
に
、
人
文
主
義
的
伝
統
の
継
承
と
国
境
を

越
え
た
普
遍
的
知
識
の
達
成
こ
そ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
の
使
命
で

あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
た
宣
言
で
あ
り
、そ
の
文
脈（
文
化
的
文
脈
）

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
に
と
っ
て
本
来
的
な
文
脈
で
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
。
こ
の
文
脈
の
延
長
線
上
に
、
高
等
教
育
諸
機
関
の
代
表
者

が
公
表
す
る
、
の
ち
の
サ
ラ
マ
ン
カ
協
約（
二
〇
〇
一
年
）、
グ
ラ
ー

ツ
宣
言（
二
〇
〇
三
年
）や
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言（
二
〇
〇
五
年
）も
位
置

す
る
と
、
あ
く
ま
で
形
式
的
に
は
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
続
く
宣
言
は
、
内
容
的
に
は
「
大
学
大
憲
章
」
か
ら
遠
く
隔
た

っ
た
、
変
質
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば

最
近
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言（
Ｅ
Ｕ
Ａ
）の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
（
「
強
い
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
た
め
の
強
い
大
学
」"Strong

U
niversities

for
a
Strong

Europe"

）を
一
瞥
す
る
だ
け
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
一
九
九
九
年
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
あ
る
い
は
一
九

九
八
年
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
宣
言
に
発
す
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
文

脈（
政
治
的
文
脈
）で
あ
り
、
各
国
の
教
育
担
当
大
臣
を
主
役
と
す
る

文
脈
で
あ
る
。
そ
の
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
進
み
行
き
に
つ
い
て
は
、
先

に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

最
後
に
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約（
一
九
九
二
年
）に
始
ま
る
、
Ｅ

Ｕ
の
高
等
教
育
政
策
に
固
有
の
文
脈（
経
済
的
文
脈
）を
加
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
続
い
て
論
じ
る
よ
う
に
、
最
後
の
文
脈
が
他
の
二
つ
の

文
脈
を
吸
収
し
つ
つ
あ
る
。

－ ２４ －



高
等
教
育
を
支
配
す
る

リ
ス
ボ
ン
戦
略

二
〇
〇
〇
年
二
月
、
欧
州
委
員
会
は
欧

州
研
究
圏（European

R
esearch

A
rea：

ER
A

）の
構
想
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の

構
想
は
、
独
自
に
Ｅ
Ｕ
の
経
済
的
文
脈
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
あ
る

が
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
目
標
で
あ
る
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
が
Ｅ
Ｒ
Ａ
に

重
ね
ら
れ
る
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
等
教
育
行
政
が
Ｅ
Ｕ
の
志

向
す
る
知
識
基
盤
経
済
に
従
属
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
同
年
三
月

に
リ
ス
ボ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
首
脳
会
談
に
お
い
て
採
択
さ
れ

た
、
い
わ
ゆ
る
リ
ス
ボ
ン
戦
略
と
Ｅ
Ｕ
Ａ
に
よ
る
そ
の
追
認（
グ
ラ

ス
ゴ
ー
宣
言
）は
、
そ
う
し
た
成
り
行
き
を
決
定
的
に
し
た
。

リ
ス
ボ
ン
戦
略
は
、
「
持
続
的
な
経
済
成
長
を
達
成
し
う
る
、
世

界
中
で
最
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
競
争
力
の
あ
る
知
識
基
盤
経
済
」
を

二
〇
一
〇
年
ま
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
発
展
さ
せ
る
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
新
自
由
主
義
的
な
規
制

緩
和
を
実
施
す
る
こ
と
が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
高
等
教
育
に
関
し
て

も
例
外
で
は
な
い
。
リ
ス
ボ
ン
戦
略
の
採
択
を
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン

セ
ン
サ
ス
に
な
ぞ
ら
え
て
「
ブ
ラ
ッ
セ
ル
ズ
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
と

呼
ぶ
向
き
も
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
の
覇
権

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
等
教
育
政
策
を
め
ぐ
る
文
化
的

・
政
治
的
文
脈
は
、
経
済
的
文
脈
の
う
ち
に
取
り

込
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
少
な
く
と
も
、
Ｅ
Ｕ
の
リ
ス
ボ

ン
戦
略
と
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
を
同
一
視
す
る
Ｅ
Ｕ
Ａ
の
姿
勢
に

か
ん
が
み
る
か
ぎ
り
、
こ
の
判
断
は
誤
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

ふ
り
返
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
一
九
九
一
年
に
Ｅ
Ｃ
委
員
会
が
公
表

し
た
「
欧
州
共
同
体
の
高
等
教
育
に
つ
い
て
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」

〔M
em

orandum
on

H
igher

Education
in

the
European

C
om

-

m
unity,C

O
M

（1991

）349final

〕
は
、
す
で
に
「
高
等
教
育
に
お
け

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
特
質
は
、
そ
の
文
化
的
・
政
治
的
背
景
に
お
け
る

・

・

・

・

・

・

望
ま
し
さ
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
た
、
現
実
の
経
済
的
必
然
性
と
し
て

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
強
調
引
用
者
）と
い
い
切
っ
て
い
た
。

こ
の
認
識
が
、
欧
州
理
事
会
の
一
九
九
八
年
の
「
勧
告
」
〔
「
高
等

教
育
の
質
保
証
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
協
同
に
つ
い
て
の
勧
告
」

（C
ouncil

R
ecom

m
endation

of
24

Septem
ber

1998
on

Euro-

pean
cooperation

in
quality

assurance
in

H
igher

Education,
98/

561/EC

）―
―
そ
こ
で
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
等
教
育
行
政
を
Ｅ
Ｕ

の
経
済
的
指
針
の
下
に
進
め
る
」
と
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
〕
を

経
て
、
一
直
線
に
「
リ
ス
ボ
ン
戦
略
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ

り
、
ひ
い
て
は
欧
州
委
員
会
の
二
〇
〇
五
年
の
「
答
申
」（
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
脳
力
を
動
員
す
る
―
―
大
学
を
し
て
リ
ス
ボ
ン
戦
略
へ
全
面

的
に
貢
献
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
」〔M

obilising
the

brain-

pow
er

of
Europe：

enabling
universities

to
m
ake

their
full

con-

tribution
to

the
Lisbon

Strategy,
C
O
M

（2005

）152final

〕
に
至
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る
。
そ
し
て
、
こ
の
答
申
を
受
け
る
か
の
よ
う
に
Ｅ
Ｕ
Ａ
は
、
同
年

直
ち
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
（
「
強
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
た
め
の
強
い
大

学
」
）を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

□二

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
の
地
域
統
合

各
国
に
お
い
て
異
な
る

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
解
釈

イ
ギ
リ
ス
VS
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

話
を
も
と
に
戻
そ
う
。
と
も
あ

れ
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
は
、

第
一
義
的
に
は
「
補
完
性
原

則
」
に
も
と
づ
い
た
高
等
教
育

の
「
国
際
的
な
」「
地
域
統
合
」
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
各
国
の
主
権
を
尊
重
し
な
が
ら
、
国
家
間
の
調
整
を
図
る
プ
ロ

セ
ス
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
手
段
と
方
法
論
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら

見
る
な
ら
ば
、
一
連
の
教
育
担
当
大
臣
会
議
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
ど
の

よ
う
に
解
釈
す
る
か
は
各
国
の
高
等
教
育
関
係
者
に
任
さ
れ
て
お

り
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
も
原
則
的

に
は
各
国
行
政
府
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
は
ず
で

・

・

あ
る
。
要
す
る
に
、
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
意
味
は
固
定
さ
れ

た
も
の
で
な
く
、
た
え
ざ
る
再
定
義
に
服
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
再
定
義
を
与
え
る
の
は
主
権
を
握
る
各
国
の
高
等
教
育
関
係
者

の
意
思
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
じ
政
策
課
題
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
に
お

い
て
解
釈
さ
れ
た
場
合
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い
て
解
釈
さ
れ
た
場

合
と
で
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
っ
て
く
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
政
権
下
、
新
自
由
主
義
的
な
教
育
改
革
が
行
わ
れ
た
こ
と
は

周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
へ
の
取
り
組
み
も
、

そ
こ
で
は
新
自
由
主
義
的
改
革
の
路
線
上
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
他
方
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
に
先
立

ち
す
で
に
一
九
九
六
年
に
第
三
者
評
価
機
関
が
設
置
さ
れ
、
機
関
評

価
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
大
学
に
対
し
て
外
か
ら
一
律
の
評
価
基

準
を
押
し
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
ら
れ
て
お
り
、
基
準
の
設
定

に
際
し
て
も
大
学
の
自
由
裁
量
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る（
渡
邊
二
〇

〇
五
）。
実
際
、
筆
者
が
在
外
研
究
中
、
二
〇
〇
五
年
に
タ
ン
ペ
レ

大
学
で
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
高
等
教

育
が
歩
む
道
は
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
と
は
異
な
る
」
と
の
話
を
当
地
の

大
学
関
係
者
か
ら
聞
い
た
。
高
等
教
育
行
政
の
分
権
化
は
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、法
人
化
や
民
営
化
へ
向
か
う
動
き
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

結
局
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
が
各
国
の
高
等
教
育
政
策
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
国
内
的
実

行
に
先
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
ど
の
よ
う
な
高
等
教
育
改
革
の
路

線
が
敷
か
れ
て
い
た
か
に
よ
る
の
で
あ
る
。

－ ２６ －



中
・
東
欧
諸
国
に
お
い
て

不
可
避
な

高
等
教
育
の
民
営
化

し
か
し
な
が
ら
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ

セ
ス
の
自
由
な
解
釈
と
利
用
を
許
さ

れ
て
い
る
の
は
、
実
質
的
に
は
先
進

国
だ
け
で
あ
る
。

最
近
刊
行
さ
れ
た
『
欧
州
高
等
教
育
圏
を
創
造
す
る
―
―
周
縁
か

ら
の
声
』（
二
〇
〇
六
）は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
周

縁
に
位
置
す
る
国
々
や
機
関
、
と
り
わ
け
非
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
お
い
て
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
か
、
そ

の
現
実
を
知
る
う
え
で
興
味
深
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
等
教
育
は
、
と
り
わ
け
大
陸
に
お
い
て
は
国
立

の
機
関
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
も
の
だ
と
の
認
識
が
一
般
的
で
あ
る
と

思
う
。
た
し
か
に
西
側
諸
国
で
は
大
学
民
営
化
へ
向
け
て
の
目
立
っ

た
動
き
は
な
い
。
他
方
、
大
学
民
営
化
の
傾
向
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
中

・
東
欧
諸
国
で
顕
著
で
あ
る
。
世
界
銀
行
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
に
お
け
る
私
立
高
等
教
育
機
関
へ
の
登
録
者
数
は
二
〇
〇
〇

年
に
す
で
に
二
五
％
に
達
し
て
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ル
ー
マ
ニ
ア

で
は
私
立
高
等
教
育
機
関
へ
の
登
録
者
数
は
同
じ
頃
に
三
〇
％
に
達

し
て
い
る
。
国
家
財
政
が
危
機
に
瀕
す
る
中
・
東
欧
諸
国
で
は
、
大

衆
化
す
る
高
等
教
育
を
国
家
が
支
え
切
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
に
未
加
盟
の
諸
国
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
へ
の
参
加

が
将
来
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
条
件
と
受
け
止
め

ら
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ゲ
ン
会
議
の
時
点
で
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
数
を
は
る
か

に
上
回
る
四
十
五
ヶ
国
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
し
て
い
る

と
い
う
事
実
が
そ
の
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
た
し
か
に
大
学
民
営
化

は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
は
挙
げ
ら
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
家
の
台
所
事
情
が
厳
し
い
国
々
が
、
欧

州
の
労
働
市
場
へ
高
度
な
知
識
を
備
え
た
人
材
を
効
率
よ
く
供
給
す

る
こ
と
を
眼
目
と
す
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
要
請
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
民
間
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
高
等
教
育
の
機
会
の
提
供
に
頼

る
以
外
に
道
は
な
い
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
は
後
発
国
の
高
等
教

育
を
先
進
国
の
そ
れ
と
、
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
内
に
お
い

て
共
通
の
「
市
場
」
の
論
理
の
下
に
置
く
。
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

ら
の
国
々
で
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
が
大
学
民
営
化
へ
の
触
媒
と
し

て
機
能
す
る
こ
と
を
防
ぐ
手
だ
て
は
な
い
の
で
あ
る
。

現
場
の
反
応

各
国
で
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
に
「
適
応
す
る
」

た
め
の
「
改
革
」
は
例
外
な
く
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

行
わ
れ
て
い
る
。
各
大
学
等
の
諸
機
関
の
内
部
で
現
場
の
教
員
―
研

究
者
た
ち
は
常
に
受
動
的
な
対
応
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
「
改
革
」
に
対
し
て
は
、
Ｅ
Ｕ
行
政
に
お
い
て
常

に
見
ら
れ
る
典
型
的
な
「
上
か
ら
の
圧
力
」
で
あ
る
と
す
る
批
判
の

声
が
現
場
の
教
員
―
研
究
者
か
ら
強
い
。
ま
た
、
高
等
教
育
担
当
省

の
官
僚
や
学
長
・
学
部
長
が
熱
心
で
あ
る
の
に
比
し
て
、
現
場
の
教
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員
―
研
究
者
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
抱
い

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

し
か
し
、
教
育
研
究
の
現
場
レ
ベ
ル
で
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
を

ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
受
け
止
め
る
か
は
、
学
問
分
野
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
る
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
進
行
に
お
い
て
、
中
心

的
な
役
割
を
演
じ
る
学
問
分
野
と
周
縁
的
な
役
割
を
演
じ
る
学
問
分

野
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

前
掲
書
所
収
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
リ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
文

系
―
基
礎
研
究（
歴
史
学
、
社
会
学
等
）の
諸
分
野
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ

ャ
プ
ロ
セ
ス
に
絡
む
「
改
革
」
は
「
上
か
ら
の
押
し
つ
け
」「
新
た

な
儀
礼
」「
結
果
の
乏
し
い
徒
労
」「
国
民
国
家
に
固
有
の
教
育
を
ア

メ
リ
カ
型
の
パ
タ
ー
ン
に
無
理
や
り
合
わ
せ
る
も
の
」で
あ
り
、「
無

益
」
あ
る
い
は
「
有
害
」
で
あ
る
と
す
る
声
が
強
く
、
批
判
的
な
意

見
が
多
い
の
に
対
し
て
、
文
系
―
応
用
研
究（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

等
）の
諸
分
野
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
は
そ
れ
ら
の
分
野
に

お
け
る
教
育
研
究
の
内
在
的
発
展
に
資
す
る
新
た
な
改
革
の
機
会
で

あ
る
と
積
極
的
に
受
け
止
め
る
傾
向
が
目
立
つ
と
い
う
。
ま
た
理
系

の
諸
分
野
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
進
行
に
合
わ
せ
て
、
学

士
課
程
で
は
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
中
心
に
科
目
を
整
理
し
て
提
供

す
る
授
業
の
数
を
減
ら
す
と
い
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
行
う
と

同
時
に
、
大
学
院
課
程
で
は
英
語
に
よ
る
学
位
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

設
け
る
な
ど
、
国
際
化
へ
向
け
て
積
極
的
な
対
応
が
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
人
文
―
社
会
科
学
の
諸
分
野
で
は
、
目
立
っ

た
改
革
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と
い
う
。

評
価
に
関
し
て
も
、
文
系
―
基
礎
研
究
と
そ
の
他
の
諸
分
野
と
の

間
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
明
瞭
で
あ
る
。
理
系
で
は
基
礎
あ
る
い
は
応

用
を
問
わ
ず
、
産
業
界
の
期
待
に
ど
の
よ
う
に
応
じ
る
か
と
い
っ
た

観
点
を
採
り
入
れ
た
評
価
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
文

系
―
基
礎
研
究
の
諸
分
野
で
は
、
そ
も
そ
も
質
保
証
と
は
何
で
あ
る

か
に
つ
い
て
の
概
念
す
ら
、
い
ま
だ
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
と
い
う
。

な
お
、
以
上
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
リ
ポ
ー
ト
に
よ
る
が
、
事

情
は
他
国
で
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の

デ
ィ
レ
ン
マ
と

帰
趨
と
し
て
の
格
差

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
を
高
等
教
育

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
陥
穽
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
守
る
防
御
機
構
と
捉
え
る

か
、
知
識
基
盤
経
済
の
世
紀
に
お
け

る
生
き
残
り
を
賭
け
た
戦
い
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が（
要
す
る
に
ア
メ
リ

カ
に
対
抗
し
て
）参
戦
す
る
た
め
高
等
教
育
諸
機
関
を
動
員
す
る
手

段
と
捉
え
る
か
、
そ
れ
が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
デ
ィ
レ
ン
マ

と
見
る
か
、
両
立
可
能
性
を
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
先
行
き
に
見

る
か
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
る
教
育
担
当
大
臣
の
識
見
に
か
か
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っ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス

と
い
う
高
度
に
政
治
的
な
手
法
に
よ
っ
て
高
等
教
育
の
世
界
市
場

（
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
）で
の
成
功
を
勝
ち
取
る
と
し
て
も
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
の
地
域
統
合
が
も
た
ら
す
結
果

と
し
て
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
防
御
機
能
に
は
著
し
い
格
差
―

―
地
域
的
に
も
、
学
問
分
野
間
で
も
―
―
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

□三

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
評
価
の
問
題
性

Ｅ
Ｎ
Ｑ
Ａ
の
設
立

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
が
始
動
す
る
の
と
ほ

ぼ
同
時
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
高
等
教
育
質
保
証

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｅ
Ｎ
Ｑ
Ａ
）が
設
立
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｎ
Ｑ
Ａ
は
、
各
国

の
い
わ
ゆ
る
第
三
者
評
価
機
関
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、

先
に
触
れ
た
Ｅ
４
グ
ル
ー
プ（
Ｂ
Ｆ
Ｕ
Ｇ
）を
統
率
す
る
存
在
と
し

て
、
Ｅ
Ｕ
Ａ
、
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
、
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｂ
と
連
携
し
て
、
ボ
ロ

ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
政
策
課
題
、
な
か
で
も
も
っ
と
も
重
要
な
質
保

証
の
国
際
的
枠
組
づ
く
り
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
。
そ
の
活
動
は
、

Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
に
参
画
す
る
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
教
育
の
質
を
測
定

す
る
際
の
基
準
設
定
、
評
価
や
認
証（
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
）に

際
す
る
判
定
手
続
き
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
に
先
立
ち
、
い
く
つ
か
の
国
々
で
は
す
で

に
国
内
の
高
等
教
育
の
質
を
評
価
す
る
動
き
が
始
ま
っ
て
い
た
。
ま

た
欧
州
委
員
会
も
す
で
に
一
九
九
四
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て
、
Ｅ

Ｕ
十
五
ヶ
国（
当
時
）に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
加
え
た

国
々
を
対
象
に
「
高
等
教
育
の
質
評
価
の
た
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
パ
イ

ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（The

European
Pilot

Project
for

Evalu-

ating
Q
uality

in
H
igher

Education

）を
実
施
し
て
い
た
が
、
ボ
ロ

ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
Ｅ
Ｎ
Ｑ
Ａ
の
役
割
は
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
に
お
け

る
教
育
の
質
評
価
に
正
統
性
を
与
え
る
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

Ｅ
Ｎ
Ｑ
Ａ
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
〇
三
年
に
か
け
て
、
ま
た
〇
三

年
か
ら
〇
四
年
に
か
け
て「
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（TU

N
-

IN
G

Educational
Structures

in
Europe,

Phase
1

and
2

）を
実
施

し
た
。
ま
た
二
〇
〇
二
年
か
ら
〇
三
年
、
〇
四
年
か
ら
〇
五
年
に
か

け
て
、
欧
州
委
員
会
と
協
同
し
て
「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（Transnational

European
Evalu-

ation
Project：

TEEP
I&

II

）を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
成
果

を
も
と
に
、
最
近
に
は
「
欧
州
高
等
教
育
圏
に
お
け
る
質
保
証
の
た

め
の
基
準
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（Standards

and
G
uidelines

for

Q
uality

A
ssurance

in
the

European
H
igher

Education
A
rea,

H
elsinki,2005

）を
公
刊
し
、
高
等
教
育
担
当
大
臣
会
議
に
提
出
し

て
い
る
。（
Ｅ
Ｎ
Ｑ
Ａ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
詳
し
く
論
じ
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る
余
裕
が
な
い
の
で
、
拙
論
「
教
育
評
価
の
国
際
的
基
準
に
つ
い
て

の
研
究
」（
２
）（
二
〇
〇
六
）を
参
照
さ
れ
た
い
。）

学
力
観
の
変
化
と

高
等
教
育
へ
の
ニ
ー
ズ

従
来
の
高
等
教
育
評
価
の
基
準
は
、
暗

黙
に
で
あ
れ
、
明
示
的
に
で
あ
れ
、
国

民
文
化
を
背
景
に
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
意
味
で
の
質
に
照
準
を
当
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
教

育
の
質
は
研
究
の
質
に
還
元
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
し
、
評
価
は
そ

れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
に
お
い
て
了
解
さ
れ
る
、
固
有
の
基
準
に
従
っ

て
測
定
さ
れ
る
学
力
の
陶
冶
に
教
育
機
関
が
ど
れ
ほ
ど
尽
力
し
て
い

る
か
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
学
習
者
中
心
の
教

育
へ
関
心
が
シ
フ
ト
す
る
に
つ
れ
、
ま
た
企
業
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
教
育
の
ア
ウ
ト
カ
ム
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
従

来
の
学
力
観
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
一
般
的
」"generic"

で
「
転
用
可
能
」"transferable"

な
「
能
力
」（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）あ

る
い
は
「
技
能
」（
ス
キ
ル
）が
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
学
力
に
と
っ
て

代
わ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
評
価
は
そ
の
よ
う
な
能
力
や
技
能
の
習

得
に
照
ら
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標
が
ど
れ
ほ
ど
明
確
に
定
義
さ
れ

て
い
る
か
、
そ
れ
ら
の
習
得
に
資
す
る
コ
ー
ス
が
準
備
さ
れ
て
い
る

か
、
ま
た
学
生
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標
を
達
成
し
て
い
る
か
な
ど
を

問
う
よ
う
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
学
際
的
な
チ
ー
ム
で
働
く
能
力
、
新
し
い
概
念
を
創
成
す

る
能
力
、
応
用
力
、
説
明
能
力
な
ど
が
問
題
に
な
る
。

先
に
触
れ
た
「
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
こ
れ
ら

の
例
を
含
む
三
十
項
目
の
「
基
準
」（criteria

）に
つ
い
て
、
教
員
、

卒
業
生
、
雇
用
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

高
等
教
育
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
何
を
重
視
し
て
い
る
か
が
調
べ

ら
れ
た
。

高
等
教
育
評
価
の

国
際
的
基
準
の

共
有
へ
向
け
て

Ｅ
Ｎ
Ｑ
Ａ
は
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
、
こ
れ

ま
で
各
国
で
独
自
に
多
様
な
し
か
た
で
実
施

さ
れ
て
き
た
高
等
教
育
評
価
や
機
関
認
証
の

基
準
あ
る
い
は
標
準
と
指
標
を
す
り
合
わ
せ

る
と
と
も
に
、「
大
学
に
お
け
る『
質
の
文
化
』を
促
進
す
る
」（Pro-

m
oting

a
"quality

culture"
in

universities

）こ
と
を
め
ざ
し
て
い

る
。問
題
は
、こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
に
参
画
す
る
大
学
に

期
待
さ
れ
る「
質
の
文
化
」が
国
民
文
化
に
と
っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。Ｅ
Ｎ
Ｑ
Ａ
の
報
告
書
は
、次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
国
民
国
家
が〔
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
に
沿
っ
た
〕政

策
目
的
に
積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、共
通
の
解

釈
に
到
達
す
る
こ
と
は
、い
っ
そ
う
容
易
で
あ
る
」（EN

Q
A
,

O
cca-

sional
Paper

5,
2003

）。察
す
る
に
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
従
来

の
基
準
を
す
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
。む
し
ろ
、各
国
の
高
等
教

育
が
自
ら
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
を
統
御
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
労
働
市
場
の
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ニ
ー
ズ
に
適
合
す
る
こ
と
（
「
社
会
的
適
合
性

social
relevance

」
）

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
立
て
ら
れ
る
評

価
の
基
準
に
正
統
性
を
与
え
る
の
が
Ｅ
Ｎ
Ｑ
Ａ
な
の
で
あ
る
。

「
欧
州
高
等
教
育
圏
に
お
け
る
質
保
証
の
た
め
の
基
準
と
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
で
は
、
国
境
を
越
え
て
活
動
す
る
外
部
質
保
証
機
関
レ
ジ

ス
タ
ー（R

egister
of

external
quality

assurance
agencies

operat-

ing
in

Europe

）の
構
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
構
想
に
よ
れ

ば
、
登
録
さ
れ
た
評
価
機
関
が
、
国
境
を
越
え
て
各
国
、
各
地
域
の

高
等
教
育
機
関
の
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
構
想
が
実
現
す
れ
ば
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
評
価
機
関
が
フ
ラ
ン
ス

の
大
学
を
評
価
す
る
、
と
い
っ
た
事
態
も
起
こ
り
得
る
の
で
あ
る
。

Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
に
お
い
て

評
価
が
も
つ
意
味

い
ま
や
国
境
を
越
え
る
高
等
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
供
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
波
と
と
も
に
急
速
に
一
般
化
し
つ
つ

あ
る
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
公
式
文
書
に
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｓ（
サ
ー
ビ
ス
貿
易
に
つ
い
て
の
協
定

G
eneral

A
greem

ent
on

Trade
of

Services

）―
―
高
等
教
育
も
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
対
象
と
し

て
含
ま
れ
、
自
由
化
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
―
―
へ
の
言
及
は
な
い

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
高
等
教
育
は
も
は
や
ロ
ー
カ
ル
な
サ

ー
ビ
ス
で
は
あ
り
得
な
い
。
一
国
の
高
等
教
育
が
他
国
の
評
価
機
関

に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
、
つ
ま
り
国
民
国
家
の
「
外
部
の
視
点
」
か

ら
評
価
さ
れ
る
と
い
う
事
態
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
国
民
国
家
と
そ
の
文
化
を
束
ね
る
以
上
の
意
味
を
地
域
統
合

に
与
え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

国
民
国
家
の
「
外
部
の
視
点
」
か
ら
の
評
価
の
基
準
は
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
す
る
基
準
に
な
る
。
こ
の
と
き
「
高
等
教

育
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
特
質
」
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
保

持
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
国
民
文
化
の
残
滓
の
寄
せ
集
め
で

は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
各
国
の
高
等
教
育
機
関
は
い
ま
や
国
民
国

家
の「
外
部
」か
ら
視
ら
れ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
ま
た
そ
れ
は
、
は
た
し
て
欧
州
委
員
会
が
主
張
す
る
よ
う
に

経
済
的
必
然
性
か
ら
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

評
価
の
パ
ノ
プ
テ
ィ
コ
ン

最
後
に
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の

最
重
要
課
題
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る

質
保
証
の
問
題
に
関
し
て
、哲
学
的
な
視
点
か
ら
論
じ
て
お
き
た
い
。

Ｖ
・
ト
ム
ス
ク（
二
〇
〇
六
）は
、
経
済
原
理
が
支
配
的
な
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
の
現
状
を
批
判
し
な
が
ら
、
来
る
べ
き
欧
州
高
等
教

育
圏
に
お
け
る
機
能
が
構
想
さ
れ
て
い
る
超
国
家
的
評
価
体
制
を
パ

ノ
プ
テ
ィ
コ
ン
に
喩
え
て
い
る（
前
掲
書
、
第
十
三
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
終
わ
り
と
最
後
の
知
識
人
」
）。
パ
ノ
プ
テ
ィ
コ
ン
と
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
、
フ
ー
コ
ー
が
論
じ
た
、
ベ
ン
サ
ム
の
考
案
に
よ
る

と
さ
れ
る
監
獄
の
一
望
監
視
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
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近
代
の
国
民
国
家
の
大
学
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
流
動
す
る
学

者
集
団
を
学
問
の
自
由
と
大
学
の
自
治
の
旗
の
下
に
囲
い
込
み
、
国

民
文
化
の
開
発
に
携
わ
ら
せ
た
。
フ
ン
ボ
ル
ト
型
研
究
大
学
も
、
そ

の
意
味
で
は
管
理
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
い
ま
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ

ロ
セ
ス
の
名
の
下
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
「
流
動
性
」
の
増
進
が
奨
励

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
学
問
の
管
理
か
ら
の
解
放
を

意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
全
地
域
の
高
等
教
育
が

パ
ノ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
下
に
統
一
さ
れ
、
監
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
透

明
性
」
が
重
視
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
点
か
ら
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
の

中
心
に
座
す
る
者
が
い
な
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
作
動
そ
れ
自
体
が

ひ
と
つ
の
権
力
で
あ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
に
基
づ
く
高
等
教
育
機
関
の
認
証（
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ

ン
）や
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
が
国
境
を
越
え
て
活
動
す
る
外
部
質
保
証

機
関
レ
ジ
ス
タ
ー
に
正
統
性
の
原
器
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と

は
、
ま
さ
に
高
等
教
育
に
お
け
る
質
管
理
の
パ
ノ
プ
テ
ィ
コ
ン
が
Ｅ

Ｈ
Ｅ
Ａ
の
規
模
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ
ロ
セ
ス
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
等
教
育
を

〈
帝
国
〉
化
へ
導
く
も
う
一
つ
の
途
か
？

加
え
て
、
別
の
観
点

か
ら
考
え
て
み
よ

う
。
主
権
の
観
点
か

ら
捉
え
る
な
ら
ば
、

評
価
の
主
権
が
も
は
や
国
民
国
家
に
で
は
な
く
、
超
国
家
的
な
評
価

機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
存
す
る
と
い
う
事
態
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
プ

ロ
セ
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
高
等
教
育
の
地
域
統
合
で
あ
り
な
が
ら
も
、

〈
帝
国
〉Em

pire

の
論
理
に
よ
っ
て
貫
徹
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

ハ
ー
ト
と
ネ
グ
リ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
国
民
国
家
の
主
権
の

衰
退
と
国
民
国
家
が
経
済
的
・
文
化
的
な
交
換
を
ま
す
ま
す
規
制
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
〈
帝
国
〉
の
到
来
を
告
げ
る

主
要
な
徴
候
の
ひ
と
つ
で
あ
る
」（
邦
訳
『
〈
帝
国
〉
』、
四
頁
）と
す

れ
ば
、
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
に
具
現
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

的
特
質
」
さ
え
も
が
〈
帝
国
〉
の
表
徴
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ

う
。
以
下
に
解
明
し
よ
う
。

Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
に
お
い
て
は
国
民
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
代
わ

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

る
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
「
異
種
混
交
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
の
圏

域
は
「
た
え
ず
拡
大
し
続
け
る
開
か
れ
た
境
界
」
で
あ
り
、
そ
の
支

配
に
は「
限
界
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
」（
同
書
、
五
―
八
頁
）。

国
境
を
越
え
て
評
価
活
動
を
行
う
質
保
証
機
関
の
新
秩
序
は
、
自
ら

が
設
定
す
る
基
準
と
Ｅ
Ｎ
Ｑ
Ａ
が
そ
れ
に
付
与
す
る
正
統
性
に
よ
っ

て
確
立
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
は
域
内
の
労
働
市
場
に
知
識

基
盤
経
済
を
支
え
る
労
働
力
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
資
格
の
承
認

に
よ
っ
て
そ
こ
で
生
活
す
る
人
々
の
社
会
生
活
の
再
生
産
を
管
理
す
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る
。
加
え
て
、
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
は
、
戦
争
す
る
ア
メ
リ
カ
に
対
抗
す
る「
平

和
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
演
出
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
反
〈
帝

国
〉
の
証
で
は
な
い
。（
以
上
の
論
点
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
ボ
ロ

ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
は
〈
帝
国
〉
へ
の
も
う
ひ
と
つ
の
道
か
？
」
を

参
照
さ
れ
た
い
。）
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